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食 育 推 進
コ ナー ー

市から100歳の祝詞を受け取り、ほほ笑む志摩さん

手作りダンベルで体操

笑顔で並ぶ仲間たち

「財団法人齋藤報恩會博物館全景」（齋藤氏所蔵「博物館絵はがき」より）

　
志
摩
さ
か
枝
さ
ん
は
大
正
７
年
４

月
21
日
、北
境
に
１
男
２
女
の
長
女

と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。21
歳
の
時

に
伊
原
津
で
農
業
を
し
て
い
た
實み

の
る

さ

ん
と
結
婚
。11
人
の
子
宝
に
恵
ま
れ

ま
し
た
。孫
、ひ
孫
は
合
わ
せ
て
20
人

以
上
い
ま
す
。

　

子
を
育
て
、嫁
と
し
て
家
を
支
え

る
一
方
、民
生
委
員
を
長
く
務
め
、老

人
ク
ラ
ブ
の
役
員
と
し
て
も
活
動
し

ま
し
た
。頼
ま
れ
る
と
快
く
引
き
受

け
る
世
話
好
き
な
性
格
で
、周
囲
の

人
を
助
け
ま
し
た
。

　
11
年
前
に
95
歳
で
亡
く
な
っ
た
實

さ
ん
と
は
、趣
味
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
に
出
場
す
る
た
め
日
本
各
地
に

出
掛
け
ま
し
た
。旅
行
好
き
が
高
じ
、

ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、さ
ら
に

は
市
の
友
好
都
市
交
流
事
業
に
参
加

し
、中
国
も
訪
れ
ま
し
た
。

　
平
成
８
年
に
は
、サ
ン・フ
ァ
ン
館

オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
た
創
作
劇
に
市

民
劇
団
の
一
員
と
し
て
参
加
。大
正

きゅうりとオクラの塩昆布和え
＜材料／２人分＞
 ・ きゅうり…１本（100㌘）
 ・ オクラ……４本（40㌘）
　★塩昆布…４㌘
　★ごま油…小さじ1/2
 ・ 白ゴマ……少々

旅
行
好
き
、多
彩
な
趣
味

琴
や
日
舞
を
習
う
な
ど
多
趣
味
な
面

を
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　
長
男
の
輝
雄
さ
ん（
69
）家
族
と
一

緒
に
生
活
し
て
い
ま
し
た
が
、昨
年

か
ら
は
高
齢
者
施
設
に
入
所
し
ま
し

た
。耳
が
や
や
遠
い
以
外
は
元
気
で
、

好
き
嫌
い
な
く
３
食
を
き
ち
ん
と
取

る
こ
と
が
日
々
の
健
康
を
支
え
て
い

ま
す
。

志
摩
さ
か
枝
さ
ん�

１
０
０
歳（
流
留
）

いっぴん増やそう！野菜料理！
≪６月は食育推進月間です！≫

　

東
北
三
大
地
主
の
一
人
で

あ
る
齋
藤
氏
の
庭
園（
前
谷
地

字
黒
沢
）は
、近
代
庭
園
と
し

て
学
術
的
価
値
が
高
く
、国
の

名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
南
側
の
丘
陵
上
に
広
が

る
宝
ヶ
峯
遺
跡
は
、明
治
43

（
１
９
１
０
）年
、齋
藤
家
第
九

代
当
主
善
右
衛
門
有
成
の
別
邸

建
設
工
事
の
際
に
発
見
さ
れ
、

有
成
は
専
門
家
の
指
導
に
基
づ

き
私
財
を
投
じ
て
発
掘
調
査
を

行
い
、子
の
有
道
、孫
の
養
之
助

へ
と
調
査
は
継
承
さ
れ
、そ
の

成
果
は
東
北
地
方
縄
文
時
代
の

重
要
な
遺
跡
と
位
置
づ
け
ら
れ

る
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

齋
藤
家
は
代
々
「
理
財
」「
勤

倹
」「
奉
公
心
」を
伝
統
と
し
、

有
成
は「
財
産
は
神
仏
よ
り
の

供
託
物
に
し
て
私
有
物
に
非

ず
」と
し
て
、天
か
ら
預
か
っ

た
財
は
社
会
に
還
元
す
べ
き
、

と
い
う
信
念
の
も
と
、大
正
12

（
１
９
２
３
）年
、学
術
研
究
助

成
事
業
、産
業
事

業
、社
会
事
業
推

進
を
図
る
目
的
で

齋
藤
報
恩
会
を
設

立
し
、テ
レ
ビ
の

受
信
ア
ン
テ
ナ
で

有
名
な
八
木
ア
ン

テ
ナ
の
開
発
や
仏

典
研
究
、資
料
の

受
け
入
れ
な
ど
、

文
系
理
系
を
問
わ

ず
、数
多
く
の
学

術
研
究
に
対
し
て

多
額
な
助
成
を

行
い
ま
し
た
。ま

た
産
業
・
社
会
事

業
と
し
て
自
給

肥
料
の
改
良
と

増
産
や
工
芸
品
産
業
の
育
成
、

社
会
事
業
と
し
て
病
院
建
築
、

育
児
院
・
託
児
所
へ
の
寄
附
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。昭
和
８

（
１
９
３
３
）年
に
は
自
然
史
博

物
館
を
開
館
し
、陳
列
・
公
開

が
主
流
で
あ
っ
た
博
物
館
機

能
に
、普
及
啓
発
と
研
究
を
組

み
入
れ
、東
北
地
方
の
代
表
的

動
植
物
、岩
石
、人
類
学
資
料
、

古
文
書
な
ど
を
収
集
し
、来
て

見
て
触
れ
る「
生
き
た
博
物
館
」

を
目
指
し
、展
開
し
て
き
ま
し

た
が
、残
念
な
が
ら
平
成
27
年

に
齋
藤
報
恩
会
は
解
散
し
ま
し

た
。自
然
史
博
物
館
に
展
示
し

て
い
た
宝
ヶ
峯
遺
跡
の
出
土
遺

物（
レ
プ
リ
カ
を
含
む
）は
本
市

に
寄
贈
さ
れ
、齋
藤
報
恩
会
の

業
績
と
あ
わ
せ
て
、市
指
定
文

化
財
旧
観
慶
丸
商
店
２
階
展
示

室
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

＜作り方＞
①きゅうりはめん棒でたたき、食べや
すい長さに切って手で割る。

②オクラはさっと茹でて、斜めに切る。
③①～②を★とあえて、器に盛りつけ、
上から白ゴマをひねってかける。

　（１人分／ 27㌔㌍、塩分0.4㌘）

手軽に作れる減塩野菜レシピを紹介します。

生
涯
学
習
課

学
術
研
究
に
多
額
の
助
成
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齋
藤
報
恩
会

　

ダ
ン
ベ
ル
体
操
は
、立
っ
て

も
腰
を
下
ろ
し
て
い
て
も
、い

つ
で
も
ど
こ
で
も
場
所
を
取
ら

ず
に
気
軽
に
筋
力
ア
ッ
プ
が
で

き
る
の
が
最
大
の
利
点
。ダ
ン

ベ
ル
の
重
さ
を
上
手
に
生
か
し

て
、腕
だ
け
で
な
く
全
身
の
筋

肉
を
無
理
な
く
効
率
良
く
鍛
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
後
、仮
設
住

宅
な
ど
に
住
み
、中
高
年
の
運

動
不
足
が
問
題
視
さ
れ
ま
し
た

が
、そ
の
解
消
策
と
し
て
ダ
ン

ベ
ル
体
操
を
取
り
入
れ
た
と
こ

ろ
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

阿
部
会
長
は「
老
若
男
女
関

係
な
く
、誰
も
が
何
歳
か
ら
で

も
簡
単
に
で
き
る
体
操
で
す
。

ぜ
ひ
一
度
遊
び
が
て
ら
、活
動

を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。大
歓

迎
し
ま
す
」と
仲
間
を
募
っ
て

い
ま
す
。

　
牡
鹿
ダ
ン
ベ
ル
会
は
平
成
15

年
４
月
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
は
現
在
、50
～
80
代
の
15

人
。手
作
り
の
カ
ラ
フ
ル
な
オ

リ
ジ
ナ
ル
ダ
ン
ベ
ル
を
使
い
、

音
楽
に
合
わ
せ
、ゆ
っ
く
り
と

し
た
動
作
で
筋
肉
を
鍛
え
て
い

ま
す
。

　
毎
月
第
２
水
曜
日
と
第
４
木

曜
日
に
牡
鹿
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
清
優
館
に
集
ま
り
ま
す
。

会
員
は
定
期
的
に
運
動
を
す
る

の
に
加
え
、ダ
ン
ベ
ル
体
操
の

普
及
に
努
め
る
た
め
、機
会
を

得
て
は
地
区
内
で
指
導
活
動
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

会
長
の
阿
部
た
き
子
さ
ん

（
68
）は「
高
齢
化
が
今
後
ま
す

ま
す
進
み
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な

運
動
が
あ
り
ま
す
が
、ダ
ン
ベ

ル
体
操
は
、衰
え
が
ち
な
筋
力

を
維
持
す
る
の
に
と
て
も
効
果

的
で
す
」と
強
調
し
ま
す
。

　

会
員
は
口
々
に「
気
の
置
け

な
い
仲
間
が
集
い
、会
話
す
る

こ
と
で
も
大
い
に
ス
ト
レ
ス
を

発
散
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

無
理
な
く
マ
イ
ペ
ー
ス

音
楽
に
合
わ
せ
筋
ト
レ

牡
鹿
ダ
ン
ベ
ル
会
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※
宝
ヶ
峯
遺
跡
に
つ
い
て
は
市
報
平

成
30
年
２
月
１
日
号
の「
文
化
財

た
ん
ぼ
う
99
」で
詳
し
く
紹
介
し

て
い
ま
す
。

□問‌　健康推進課（内線2617）
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　「川の上・百俵館」で４月15日、３周年イベ
ントがありました。新しく学びの場として整
備した別館の「耕人館」と、芝生を張った「たね
もみ広場」がお披露目されました。お祝いに河
北（二子）団地に住む「雄勝胴ばやし獅子舞味
噌作愛好連」と、「河北川の上獅子舞保存会」
が獅子舞を披露しました。訪れた人は手作り
マーケットで買
い物するなど、
楽しい時間を共
にしました。

 雄勝小学校の総合的な学習
の一環で４月18日、サケの
稚魚放流体験が行われまし
た。大原川河川堤防工事のた
め河口付近での放流となっ
た今回は、児童21人が参加
し、地元漁協職員の説明を受
けながら、サケの稚魚約６万
匹を放流しました。
 子どもたちは「大きくなって戻ってきてね」、「元気でね」と言いな
がら大切に稚魚を放流していました。

　中央二丁目に4月28日、
「COMMON-SHIP（コモン
シップ）橋通り」がオープン
しました。コンテナなど９棟
に飲食店５軒が並んでいま
す。オープンを祝い３日間、
飲食店ラリー、バンド演奏、
雄勝町「伊達の黒船太鼓」の
披露、石巻に縁のあるアー
ティストが制作した「アートなこけし展」などがありました。中心市街
地の新たな交流拠点として期待されます。

　３月27日、せんだんの杜
ものうで、入所者から河北
警察署の樫崎駐在所長へ手作
りモップの贈呈式が行われま
した。入所者がドライバーに
交通事故には注意を払ってほ
しいという願いを込めて、カ
ラフルなモップを作りしまし
た。このモップは、４月９日
の交通安全街頭キャンペーンで配布され、河北地区交通安全協会桃生支
部、河北警察署や交通安全指導隊のご協力のもと、交通安全と交通事故
防止を呼び掛けました。

　広渕地区の五穀豊穣と無病
息災を祈る「河南鹿嶋ばやし
祭典・山車まつり」が4月15
日にあり、広渕小学校、河南
西中学校の児童・生徒や保護
者、地域住民が参加しまし
た。鉢巻きに法被姿の子ども
たちが、一生懸命に山車を引
く姿に大きな拍手がありまし
た。今年の本山車（約４㌧）は、ＮＨＫ大河ドラマ「西郷どん」をメイ
ンの題材として制作、沿道の声援を集めました。

　弁財天を祭る霊島・金華山
の黄金山神社で、弁財天の使
者とされる蛇（巳）にちなんだ
初
はつ

巳
み

大祭が5月1日～7日に行
われました。6日には、メイ
ン行事のみこし渡御があり、
氏子衆が担いたみこしが古式
ゆかしく、本殿から桟橋まで
の参道を下りました。稚児や
七福神の行列もあり、多くの参拝客が見物に訪れました。

　「にっこり書道教室」は毎
月第１、３水曜日に「にっこ
りさんパーク」で開かれてい
ます。北上公民館の教養講座
として昨年度から始まりまし
た。好評だったため、本年度
も継続。小学生から大人まで
18人が毛筆や硬筆を学んで
います。講師は地元の西條ゆ
う子さん。受講生の主婦（39）は「手書きすると心が落ち着きます」と
話していました。中途からの参加も歓迎しています。

大きくなったらまた会おう！

憩いの場がさらに充実

コモンシップ橋通りオープン

モップで注意も払ってね！ 華やかな山車が繰り出す

古式ゆかしく みこし渡御 書の世界で自分と向き合う

川
の
上
・
百
俵
館
３
周
年
イ
ベ
ン
ト

大
原
川
河
口
で
サ
ケ
放
流

新
た
な
交
流
拠
点
に
期
待

手
作
り
モ
ッ
プ
贈
呈
式

河
南
鹿
嶋
ば
や
し
祭
典
・
山
車
ま
つ
り

金
華
山
黄
金
山
神
社
初
巳
大
祭

に
っ
こ
り
書
道
教
室
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雄 勝

河 北

石 巻

桃 生 河 南

牡 鹿 北 上

雄 勝
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桃 生 河 南

牡 鹿 北 上


